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横須賀市長

寒さの中にもやわらかな日が差し込み、春へ寒さの中にもやわらかな日が差し込み、春へ

の兆しを感じられるようになりました。横須の兆しを感じられるようになりました。横須

賀は首都圏にありながら、普段の生活の中で、賀は首都圏にありながら、普段の生活の中で、

豊かな自然環境から四季の移ろいを感じるこ豊かな自然環境から四季の移ろいを感じるこ

とができ、私自身、大変魅力的に感じています。とができ、私自身、大変魅力的に感じています。

ある若者からの言葉ですが「横須賀はいい感じある若者からの言葉ですが「横須賀はいい感じ

で都会、いい感じで田舎」と言われたことがあで都会、いい感じで田舎」と言われたことがあ

ります。ここ数年ですが確かにこれは、子育ります。ここ数年ですが確かにこれは、子育

て世代にも大きく共感を呼んでおり、観光等て世代にも大きく共感を呼んでおり、観光等

で訪れた方々が、住むなら横須賀、子育てをで訪れた方々が、住むなら横須賀、子育てを

するなら横須賀と、市外、県外問わず転入さするなら横須賀と、市外、県外問わず転入さ

れるファミリー世帯が着実に増えています。れるファミリー世帯が着実に増えています。

実は横須賀には、私たちがまだまだ知らない実は横須賀には、私たちがまだまだ知らない

魅力がたくさんあります。今月の特集は「住ん魅力がたくさんあります。今月の特集は「住ん

でよかった横須賀のまち」です。是非、ご覧くでよかった横須賀のまち」です。是非、ご覧く

ださい。ださい。

前田川遊歩道



ファミリー層が増える横須賀
転入超過の理由とは

数字が示す、選ばれるまち

身近な海と緑に囲まれた横須賀。子どもがのびのび過ごせる環境での子育
てが、市外からも注目されています。近年、子育て世帯を中心に、転入者
数が転出者数を上回る状況が続き、横須賀で新たな暮らしを始める家族が
増加中。数字で見える変化と「横須賀を選んだ」移住者の皆さんの声を手が
かりに、「選ばれる理由」をひもときます。

市外への転出者数が市内への転入者数を上回る

「転出超過（社会減）」は、全国の多くの市町村

が抱える課題の一つ。横須賀市でもかつては、

転出超過が全国最多の1,587人となった年（2013

年）がありましたが、近年は、ほぼ全ての年齢

層で改善が見られます。2013年と比べると、

2025年は転出者数が約1,000人減少し、転入者数

は約500人増加。その結果、2025年の転出超過

は54人まで縮まっています。特にファミリー層※

では、状況が大きく変わり、2025年は199人の転

入超過（転入者数が転出者数を上回る状態）とな

りました。

※�「30歳～59歳」と、その子ども世代と考えられる�
「0歳～14歳」の合計をファミリー層と定義
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● 海への近さ　  　59.6%
● 緑の多さ　　  　45.8%
● 気候の良さ　  　35.0%
● 眺望の良さ　  　33.2%
● 地場産食材の
　

「東京23区からの転入者アンケート（2025年３月）」より

「横須賀に住んで、よかった」

入手のしやすさ　

と思うこと移住者が

25.0%

来て好きになって、住みたくなるまち
東京23区から横須賀市への転入者数も増加傾向にあり、2013年

と2023年を比べると321人増えています。また、東京23区か

らの転入者を対象にしたアンケートでは、約2割が「観光・レ

ジャーなどで訪れたことがある」と回答。横須賀は、訪れて好

きになり、暮らしの場としても選ばれるまちと言えます。また、

実際に住んでから「よかった」と感じる点は、自然環境に関す

る回答が多く、暮らす中で改めて海や緑の魅力を実感してい

る様子がうかがえます。「生活の利便性」と「自然の身近さ」を

両立できる環境が、横須賀ならではの魅力として、ファミリー

層に選ばれている理由の一つなのかもしれません。
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移住者が語る横須賀

海辺で地域の輪に支えられる  温かな暮らし

「ここに住みたい」から始まった  海の見える毎日

作り手の顔が見える食と  親子で味わう横須賀の四季

これからも、選ばれ続ける横須賀へ

「住んでよかった」が増えている
ファミリー層の転入超過という「数字の変化」の背景には、暮らしの実感があります。
海や緑の近さ、地域とのつながり、子育てのしやすさ。横須賀で新たな生活を始めた
3人に、移住のきっかけと「住んでよかった」と感じる日常を伺いました。

富士山のある景色に親しんできた小野恭
くぎょう

敬さんは、相模湾を一望できる

秋谷で新たな暮らしを満喫中。「居住空間に自然が溶け込み、里山のよう

な風景が残っている。川で遊べる場所もあり、開放的で暮らしやすい」

と語ります。「海を見ながら食事ができる店が多いのも驚いた」と、海の

近さが日常の楽しみにも。さらに「町内会や子ども会が盛んで、移住者

も多く、すぐ受け入れてもらえた」と地域の温かさも実感。昨年末には

子どもたちを招いて餅つき大会を開き、「毎年の開催を目指したい」と話

します。地域のつながりと身近な自然が、暮らしに彩りを添えています。

鶴見区から長沢へ移住した山口みきさん。自宅から海が見える環境で、新

しい日常を始めました。きっかけは、三浦半島へドライブに出かけた帰り

道。海岸沿いの風景に心を奪われ、「ここに住みたい」とその場で家族に引っ

越しを提案したといいます。移住後は、愛犬を連れて野比海岸や通研通り

を散歩するのが日課に。友人とのつながりをきっかけに畑を借り、子ども

は土いじりを楽しみ、いまでは畑仲間とニワトリの飼育もスタート。「不

便さはほとんどなく、便利さとのんびりした自然のバランスがちょうどい

い」と語る山口さん。日々の積み重ねが、家族の心のゆとりになっています。

東京で20年以上暮らしていたSさんは、子どもを自然の中で育てたいという

思いから、出産から半年ほどで横須賀へ。人混みを避けつつ電車が使え、海

も近い野比を選び、後に西地区の林へ移りました。野菜は無人販売や農家か

ら直接購入し、「作り手が分かる安心感」を実感。畑や田んぼ活動にも親子で

参加し、収穫した食材で季節を味わいます。海・山・川が身近で、夏はシュノー

ケリングで海に潜り、寒い日はハイキングへ。荒崎や長浜に足を運び、朝日

や夕日を眺める時間も大切にしています。身近な自然の中で過ごす時間が、

親子の暮らしに心地よいリズムをつくっています。

海と緑の近さ、地域の温かさ―。数字だけでは見えな
い「住んでよかった」という実感が、移住者の皆さんの
声から伝わってきました。この実感をさらに広げるた
め、本市では市外在住者に「横須賀の暮らしの魅力」を
体感してもらう移住ツアーや各種イベントを実施して
います。来て好きになり、住んでさらに好きが深まる
まちづくりを、これからも進めていきます。

「横須賀市魅力発信公式アカウント」
（Instagram）では、彩り豊かな横須賀の
暮らしを発信中です。ぜひご覧ください。

問合せ　都市戦略課  ☎822-9704
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毎月、本市の旬な情報や話題をお届けします！

市民の皆さんの暮らしを応援 変化を力に進むまちへ

新たな姿を目指す、浦賀と大矢部

「誰も一人にさせないまち」の実現

広報課 ☎822-9815

衣笠山

ペンネーム アイアイさん ペンネーム 碧蝶蛾さん

横須賀自然・人文博物館

「おすすめのお花見スポット」今月のテーマ

～教えて、あなたの○○～

全ての人へ  6千円の現金支給

子育て世帯に嬉しい  応援手当

よこすか

市HPも
ご確認ください

市HPも
ご確認ください

食料品の物価高騰による家計の負担を少しでも軽くするた
め、1人あたり6千円を世帯単位で順次支給します。本市では、

「おこめ券」など使い道を限定せず、生活の実情に合わせて活
用できるよう、現金で支給します。詳細は、物価高騰対策支
援金コールセンター（☎0120-934-573）へ

市長が今年初の記者会見で、「今年
の字」として「変転」を掲げ、変化
を力に変えながら前進していく決意
を改めて表明。2025年を振り返る
とともに、今年のまちづくりへの想
いも語りました。

「市長就任以来の悲願」と語った、浦賀の再開発と三浦一族ゆかり
の地である大矢部での公園整備がスタート。地域の皆さんや事業
者と共に、横須賀ならではの魅力と価値の向上を目指し、「横須賀
に住んでよかった」と思えるまちづくりへ意欲を示しました。

市政運営の根幹は、にぎわいづくりや魅力創造により経済を活性化さ
せ、それを原資に市民福祉を向上させる「経済と福祉の好循環」。「生
成AIなど最新技術を活用し、人にしかできない、人だからこそでき
る、市民一人一人に寄り添う福祉施策を展開していく」と語りました。

横須賀で暮らす中で、皆さんが感じたことや思い出、おすす
め情報などを月ごとのテーマでコメントや写真を募集して
います。いただいた内容は、広報紙や市HPなどで紹介予定。

散歩、ストレッチ、減塩など、健康のため
に心がけていることを教えてください。

国の総合経済対策に基づき、2026年3月31日までに生まれた 
0歳〜18歳までのお子さんを対象に、1人あたり2万円の

「物価高対応子育て応援手当」を1月下旬から順次支給して
います。

秘書課 ☎822-8118

こども給付課 ☎822-8251

対　象

圧着はがきが届いた人

封書が届いた人

2026年1月1日時点で横須賀市に住民登録がある人
（2月末までに書類を発送済み）
記載の期日に指定口座へ振り込み（口座に変更のない
場合は手続き不要）
必要事項を記載し、必要書類を添付のうえ返送（書類
に記載の二次元コードからも申請可）

応募締切

募集テーマ 健康習慣
17火3

1 横須賀市LINE公式アカウントを「友だち」追加
2 トーク画面で「よこすかボイス」と入力・送信→入力画面へ

「友だち」追加はこちら▶

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

お
電
話
く
だ
さ
い
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地域の多彩な活動や魅力、
各種お知らせなどをお届けします。
地域コミュニティ支援課 ☎822ｰ8402

地域情報マガジン「コネクト」つなぐ、つながる。

回覧板や行政センターなどで
配布予定

広報よこすか編集部が選ぶ
「おすすめの風景」を紹介

神奈川県立 観音崎公園

よこすか風景散歩
Vol.�

日本最初の洋式灯台が建てられ、貴重な歴
史と自然に恵まれた公園。
市内有数の河津桜が見られるスポットとし
ても有名。

三浦一族

　大矢部弾庫跡地がようやく国から返還され、
大矢部みどりの公園として生まれ変わる事に
なった。
　先日、公園予定地内で厳粛な地鎮祭が行われ
たが、この地は長い間、開発されずにいた為、
豊かな自然が奇跡的に残されている。
　そして何よりも、三浦一族発祥の地とされる
痕跡が、その意思と共に眠っている場所でもあ
る。長い間手つかず状態であり、半ば放置され
かけていたが、ここから三浦一族と横須賀の歴
史が再び動き出す事になればと思っている。
　私は常々、横須賀のプライドとアイデンティ
ティを掘り起こしたいと思っていた。横須賀に
は近代の歴史しかないと思われがちだが、決し

てそうではない。古代から、三浦半島は東西の
交通の要衝であったことは土器や埴輪の出土か
ら明らかで、この史跡は、中世に活躍した三浦
一族から「ここから先を、どう生きるか」と、
この地で今を生きる私達に問いかけているよう
に感じている。
　是非ともこの公園を、先人達の足跡を偲び、
故郷を愛する強い想いと共に、自然に親しみ、
未来に向かう力が生まれる
ような公園にしたい。

横須賀市長

申込など詳細は電話で各病院総務課か、各病院HPへ
▶看護助手は資格不要
市民病院 ☎856-3136
職種 看護師、看護助手
総合医療センター ☎0570-032630
職種 �看護師（資格取得予定者も応募可）、

看護助手、保育士

市立病院課 ☎822-4346

市立病院職員（看護師など）の募集
一般
受付期間 3月1日（日）〜6月中旬
対象 20歳以上28歳未満（条件あり）
歯科・薬剤科
受付期間 3月1日（日）〜6月中旬
対象 20歳以上30歳未満（条件あり）
▶申込など、詳細は自衛隊横須賀地域事務所へ

自衛隊横須賀地域事務所 ☎823-0404

一般幹部候補生の募集

夏休みに約2週間、姉妹都市に滞在して国際理解を
深めてみませんか。
日時 3月26日（木）16時〜17時30分
場所 �ヴェルクよこすか6階ホール
▶当日、直接会場へ
▶詳細は市HPへ

横須賀国際交流協会 ☎827-2166

姉妹都市交換学生の募集説明会

市民サービス向上のため、直通電話を録音します。
各施設への電話は、録音案内後につながります。
各施設からの電話は、案内なしで録音されます。
開始日　はぐくみかん 3月20日（祝）
　　　　ウェルシティ市民プラザ 3月30日（月）
▶�録音データは、個人情報の保護に関する法律に 

基づき、適正に管理します。
こども家庭支援課（はぐくみかん） ☎822-8265
健康総務課（ウェルシティ市民プラザ） ☎824-7561

はぐくみかんとウェルシティ市民プラザで
通話録音を開始します

4月1日（水）はメンテナンスのため、
終日コンビニ交付サービスが利用できません。
住民票の写しなどの取得を希望する場合は、
市役所などの窓口をご利用ください。

コールセンター ☎822-4000

コンビニ交付サービスの停止

利用期間 4月1日（水）から1年間
利用料 �ロッカー大3,840円、小2,520円  

（レターケースは無料）
締切 3月20日（祝）
申込 市民活動サポートセンターにある申請書を
同センターへ
▶申込多数の場合、抽選となります。

市民活動サポートセンター ☎828-3130

市民活動サポートセンターのロッカーなど
利用団体の募集

安全で良質な水道水を安心して利用してもらうため
の計画です。令和8年度の計画は4月1日から運用を
開始します。
▶計画は市HP、行政センター、役所屋で
　閲覧できます。

浄水課 ☎822-7898

水道水質検査計画の策定

該当する人は3月31日（火）までに名義変更・廃車の
手続きをしないと、令和8年度の税金がかかります。
原動機付自転車（125ccまで）・小型特殊自動車（横
須賀市の標識） 市役所2階市民税課
125ccを超えるバイク 神奈川運輸支局
三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会
▶詳細は市HPへ

市民税課 ☎822-9733

軽自動車などの名義変更と廃車

若者の社会参画について、皆さんのご意見を
お聞かせください。
日時 4月26日（日）10時〜12時
場所 まなびかん　定員 先着20人
申込 3月11日（水）以降に必要項目をネット申込か、
電話・FAXでコールセンターへ
▶詳細は市HPへ

コールセンター ☎822-4000

市議会議員との若者の社会参画に関する
意見交換会

日時 3月29日（日）8時30分〜12時
場所 市役所1階窓口サービス課

以下の手続きなどができます
・住所異動届（転入・転居・転出など）
・住所異動に伴う証明書の発行
・印鑑登録
・マイナンバーカード電子証明書の更新
▶市役所裏側夜間通用口からお入りください。
▶臨時開庁日のため、内容により手続きできない 
場合があります。
▶行政センターは開庁しません。
▶市外へ転出する場合、マイナンバーカードを使用
し、オンラインでも手続きができます。詳細はマイ
ナポータルへ

窓口サービス課 ☎822-8213

休日に住所異動などができます
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市役所への郵便は「〒238-8550 ○○課」で届きます

必要項目

費用の記載がないものは「無料」申込方法の記載がないものは「申込不要（入場自由）」

郵便番号・住所・氏名とフリガナ・年齢・電話番号・記事のタイトル
よこすかNEWS

4月から市の行政組織が変わります  一部行政組織が変わります。組織改正の概要は市HPへ　総務部総務課 ☎822-9474



市民病院 4月11日（土）・18日（土）
アイクル 4月13日（月）　文化会館 4月15日（水）
久里浜でんしゃ公園（久里浜1丁目第2公園） 
4月17日（金）
時間 いずれも13時〜14時
費用 1頭3,650円（未登録の犬は別途登録料3,000円）
▶登録犬の飼い主に3月中旬以降に案内を送ります。
▶詳細は市HPへ
動物愛護センター ☎869-0040

狂犬病予防定期集合注射

日時 4月24日（金） 9時～15時
場所 はぐくみかん
対象 市内在住のひとり親か離婚をする予定の人
定員 先着4人
申込 4月1日（水）以降にHP「e-kanagawa横須賀市」へ

こども給付課 ☎822-0133

弁護士に無料で養育費の相談ができます

日時 �3月12日（木）13時・13時20分・13時40分、 
3月26日（木）14時・14時20分・14時40分

場所 総合福祉会館
対象 �認知症と診断されたことはないが、 

もの忘れが気になる人とその家族
定員 各先着1人
申込 電話で地域福祉課へ

地域福祉課 ☎822-9613

専門医によるもの忘れ相談

申込や場所など、詳細は保健所保健予防課へ
自死遺族分かち合いの会
3月11日（水）14時〜16時
自死遺族相談（個別）
3月18日（水）13時30分・14時30分

保健所保健予防課 ☎822-4336

保健所の相談の日時

住宅の増改築やリフォーム工事などの相談ができます。
日時 3月6日・13日・27日の金曜日13時〜16時
場所 市役所1階窓口サービス課前
対象 市内在住の人
▶当日、直接会場へ

建築指導課 ☎822-8319

地元の建設組合などによる住宅相談

マンション管理組合の運営や建物の修繕、維持管理
などを相談できます。
日時 3月28日（土）13時30分〜16時30分
場所 ヴェルクよこすか　定員 先着3枠
対象 管理組合役員、区分所有者、居住者など
申込 3月11日（水）以降に電話でよこすかマンション
管理組合ネットワークへ
よこすかマンション管理組合ネットワーク
☎824-8133

マンション相談会

「国際女性デー」に合わせて、電話による相談時間
を19時まで延長します。女性相談員に人間関係や
生活上の悩み事を相談できます。
日時 3月4日（水）・18日（水）9時〜19時
▶相談方法など、詳細は市HPへ

人権・ダイバーシティ推進課 
☎822-8228

女性のための相談室（デュオよこすか）

臨床心理士に不安な気持ちや悩み事を相談できます。
日時 3月24日（火）13時30分・14時30分
場所 ほっとかん
定員 各先着1人
申込 電話で地域福祉課へ

地域福祉課 ☎822-9613

高齢者・介護者のためのこころの相談

「立ち退き」や「住み替え」などで、民間賃貸住宅の
確保にお困りの人が相談できます。
日時 4月9日（木）13時30分〜15時30分
場所 総合福祉会館　定員 先着5人
申込 3月11日（水）以降に電話で（公社）かながわ
住まいまちづくり協会へ

（公社）かながわ住まいまちづくり協会
☎045-664-6896

高齢者・障がい者などの住まい探し相談会

バラの手入れの仕方について、公園スタッフと一緒
に学びませんか。
日時 3月29日（日）10時～12時、13時30分～15時30分
場所 ヴェルニー公園
費用 1,500円
申込 電話でヴェルニー公園管理事務所へ
▶申込多数の場合、お断りすることがあります。

ヴェルニー公園管理事務所 ☎845-6660

バラ育て方講座

日時・議題・定員など、詳細は各担当へ
男女共同参画及び多様な性の尊重に
関する審議会
担当 人権・ダイバーシティ推進課 ☎822-8228
環境審議会温暖化対策推進部会（第22回）
担当 都市戦略課 ☎822-8524
観光振興推進委員会（第3回）
担当 観光課 ☎822-8567
横須賀美術館運営評価委員会（第3回）
担当 美術館運営課 ☎845-1211
医療的ケア児等支援協議会（第2回）
担当 障害福祉課 ☎822-9398
介護保険運営協議会（第4回）
担当 介護保険課 ☎822-8308
市民協働審議会（第4回）
担当 地域コミュニティ支援課 ☎822-9699
環境審議会（第87回）
担当 環境政策課 ☎822-8419
都市計画審議会（第153回）
担当 都市計画課 ☎822-8305

審議会などの傍聴

申込など、詳細は各担当へ
任期 ①4月24日から2年間
　　 ②6月1日から2年間
　　 ③7月15日から3年間
定員 選考①②1人③各7人
締切 ①3月23日(月)②4月10日（金）③4月17日（金）
▶①は小論文あり
▶農地利用最適化推進委員以外は面接あり
①文化振興審議会
対象 月〜金曜日に開催する会議（年2回程度）に出席
できる市内在住・在勤・在学の18歳以上
担当 文化振興課 ☎822-8116
②がん対策推進計画専門部会員
対象 月〜金曜日に開催する会議（年1回程度）に出席
できる市内在住の人
担当 健康管理支援課 ☎822-4307
③農業委員・農地利用最適化推進委員
対象 農業に関する識見を有し、農地の利用最適化
を適切に行うことができる人
担当 農水産業振興課 ☎822-8508

委員などの募集

その人らしさを支える新しい
発想について学べます。
日時 5月9日（土）13時〜16時20分
場所 県立保健福祉大学（平成町）
▶申込など詳細は
　県立保健福祉大学HPへ

県立保健福祉大学 ☎828-2530

ヒューマンサービス公開講座（春期）
「ヒューマンサービス×テクノロジー」

市民病院脳神経外科診療部長の吉田 俊さんが、
脳神経についてお話しします。
日時 3月28日（土）14時〜15時
場所 まなびかん
▶当日、直接会場へ
▶詳細は市民病院HPへ

市民病院 ☎856-3136

市民公開講座
「脳卒中にならないために」

伝言板
問合せは直接、各連絡先へ

▶掲載申込多数の場合、抽選となります。
マイパレット作品展
3月12日(木)～15日(日)10時～16時(12日は12時から)、
文化会館　[連]石川 ☎837-1113
元気ハツラツフェスタ
3月22日（日）10時〜17時、市役所前公園
[連]佐藤 ☎822-4462
自然・風景写真展「四季光彩」
4月2日（木）〜6日（月）10時〜17時（6日は16時まで）、
文化会館　[連]吉川 ☎826-1407

5月号掲載記事の申込（5月11日〜6月10日の催し）
3月16日（月）までに記事（タイトル15文字程度、
本文60文字程度）と連絡先をはがき、FAX（822-
9285）かEメール（dengonban@city.yokosuka.
kanagawa.jp）で広報課へ
掲載基準
市民や市民のグループが不特定多数の人を対象に
市内で開催する申込不要の無料の催し（政治・宗教・
営利・会員募集目的でないもの）

広報よこすか　令和８年（2026年）３月号6 ⃝手話通訳、要約筆記の問合せは障害福祉課（FAX 825-6040）へ。点訳・音訳などの問合せは各担当へ

各講座のネット申込 https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/event

おかけ間違いにご注意ください
FAX  コールセンター ☎046-822-4000 046-822-2539　

広報よこすか LINEホームページ

市政情報は
こちらから

すこやかんの休館日  3月30日（月）・31日（火）は施設点検・メンテナンス作業のため休館します。　すこやかん ☎822-4411



企画課  

LiL' WiLD FINAL
日時  3 月 29 日(日)13 時開演

高校ストリートダンスグランプリ決勝大会

日時  3 月 28日(土)13時30分開演

☎822-9820

全国から50チームのファイナリストが
横須賀に集結！

小学生限定ストリートダンスコンテスト

予選大会を勝ち抜いた30チームの
ファイナリストが集結！

観覧チケットは各大会HPへ

高校ダンス部・同好会限定ストリートダンスコンテスト

会場  いずれも文化会館大ホール

全国の頂点を目指す2つのダンス大会！

月～金曜日 8：30～ 17：15
土・日曜日、祝・休日 8：30～16：00

コールセンターの
運営時間が変わります

4 1
から ☎822-4000

コールセンター

3～5人でチームを組み、スポーツの要素を盛り込んだ
ごみ拾いを体験できます。
日時 5月9日（土）9時20分〜12時
場所 市役所前公園　定員 抽選20チーム
対象 市内在住・在勤・在学の人
締切 3月22日（日）
申込 HP「e-kanagawa横須賀市」へ

環境政策課 ☎822-8230

すかGOMIクリーンよこすかCUP

日時 4月12日（日）9時〜12時
場所 �うみかぜの路、走水水源地公園、 

観音崎ボードウォーク
費用 500円
▶その他のツアーや申込など、詳細はよこすか
シティガイド協会HPへ
▶申込多数の場合、お断りすることがあります。

横須賀市観光協会 ☎822-8256

よこすかシティガイドツアー
「馬堀海岸から見る東京湾とシップウォッチング」

デッサン不要で、写真をトレースするだけで誰でも簡単
に始められます。可愛いペットを描いてみませんか。
日時 3月15日（日）・29日（日）10時〜12時
場所 産業交流プラザ
費用 3,500円
▶申込多数の場合、お断りすることがあります。
▶詳細は電話で産業交流プラザか、同窓口へ

産業交流プラザ ☎828-1630

リアル色鉛筆画教室

全体説明会 4月14日（火）・16日（木）10時～12時
体験会 音訳 4月21日（火）・点訳 4月23日（木）10時～12時
場所 総合福祉会館　定員 各先着20人
申込 3月11日（水）以降に必要項目を電話・FAXか、
Eメールで点字図書館（we-hw@city.yokosuka.
kanagawa.jp）へ
▶空きがある場合、当日参加可

点字図書館 ☎・FAX 822-6712

点訳・音訳ボランティア講習会

募集教室 フットボール
▶日時や申込、費用など詳細は市HPへ
▶ガイド（冊子）は市役所4階
　スポーツ振興課のほか、体育会館、
　行政センターなどで配布しています。

スポーツ振興課 ☎822-8493

市民スポーツ教室

親子で交流しながら、新年度の困り事や近況など、
なんでも話せる場です。
日時 4月5日（日）10時～15時
場所 安浦コミセン
対象 �市内在住のひとり親家庭の親子、 

離婚を考えている母子・父子
申込 電話でNPO法人ひまわりか同法人HPへ
▶個別相談もできます。
NPO法人ひまわり ☎070-6635-7365

ひとり親交流会

鮮魚店の人など、プロから魚のさばき方や包丁の 
研ぎ方を学べます。
日時 3月22日（日）10時〜13時
場所 田浦コミセン　定員 抽選16人
対象 市内在住の高校生以上
費用 1,000円　締切 3月15日（日）
申込 HP「e-kanagawa横須賀市」へ
横須賀水産物商業協同組合
☎822-3808

魚のさばき方・包丁の研ぎ方教室

日時 3月27日（金）11時
場所 すかなごっそ（長井）
対象 �3歳以上のお子さんと 

その家族
定員 当日先着30人
▶詳細は市HPへ

農水産業振興課 ☎822-9395

すかなごっそで乳しぼり

英語・韓国語・中国語から選んで学べます。
期間 �4月13日（月）〜7月17日（金）のうち 

週1回程度（各全12回）
場所 ヴェルクよこすか
定員 各先着15人　費用 21,000円
申込 3月23日（月）以降に必要項目を電話かEメール
で横須賀国際交流協会（npo-yia@kb3.so-net.ne. 
jp）へ
横須賀国際交流協会 ☎827-2166

外国語講座

日時 �4月24日（金）〜来年3月19日（金）10時〜12時
（除外日あり、全41回）

場所 総合福祉会館
対象 市内在住・在勤・在学の人（高校生以下は不可）
定員 抽選20人　費用 6,050円
締切 3月27日（金）
申込 HP「e-kanagawa横須賀市」へ

障害福祉課 ☎822-9398

手話講習会（初級）

ティラノサウルスなど、大迫力の動く恐竜たちを
体感してみませんか。
期間 3月6日（金）〜12月31日（木）
場所 ソレイユの丘
費用 800円
▶詳細はソレイユの丘HPへ

ソレイユの丘 ☎857-2500

ソレイユ恐竜島

パン作りを学びながら、ひとり親
家庭同士で交流できます。
日時 4月12日（日）10時〜14時
場所 衣笠コミセン
対象 市内在住のひとり親家庭の親子
費用 1人500円
申込 電話で横須賀市母子福祉会へ
▶申込多数の場合、お断りすることがあります。
横須賀市母子福祉会 ☎090-5757-3735（17時～21時）

パン教室

裁縫の上達を願う伝統行事で、日頃の感謝を込めて
使用済みの針を豆腐に刺して供養できます。
日時 3月14日（土）11時〜12時
場所 走水神社
持ち物 使い古した針、折れた針
▶公共交通機関でご来場 
ください。

コールセンター ☎822-4000

針供養

横須賀美術館の協力による講座をはじめ、郷土の 
歴史、古典、天気、音楽など20以上の講座から 
選んで学べます。
場所 まなびかん
申込 3月23日（月）以降に必要項目を
まなびかんHPへ
▶日時や費用など詳細は、まなびかん
HPへ
まなびかん ☎822-4838

市民大学4月期講座

成人に対する心肺蘇生法や応急手当について学べます。
日時 4月13日（月）9時〜12時
場所 消防局庁舎
対象 本市か三浦市在住・在勤・在学の中学生以上
定員 先着30人
申込 3月16日（月）8時以降に必要項目を
ネット申込か、電話でコールセンターへ

コールセンター ☎822-4000

普通救命講習

日時 3月26日（木）14時〜15時30分
場所 汐入駅周辺の公共施設
定員 抽選10人　締切 3月15日（日）
申込 必要項目をネット申込か、電話・Eメールで 
人権・ダイバーシティ推進課（we-pc@city.yokosuka.
kanagawa.jp）へ

人権・ダイバーシティ推進課 
☎822-8219

多様な性に関する座談会
「子育てで悩む“男らしさ” “女らしさ”って？」

市営公園墓地内循環バスの運行  �3月19日（木）〜22日（日）9時〜15時（30分間隔で運行）　先着順で、65歳以上か障害者手帳をお持ちの人を優先します。 
公園墓地事務所 ☎834-7484
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横須賀を拠点に活
躍する横浜DeNA
ベイスターズと
横浜F・マリノス。
皆さんの暮らしの
すぐそばにプロス
ポーツのさまざま
な楽しみ方が広
がっています。

スポーツ振興課
☎822-8216

©1992 Y.MARINOS ©YDB

横浜F・マリノス 横浜DeNAベイスターズ
練習拠点を、もっと身近に 横須賀からはじまる、新たな一歩

クイズを解き、プレゼントゲット 「青星寮カレー」が学校給食に

新入団選手 小田選手、
島田選手、

宮下選手、
片山選手、

成瀬選手、
清水選手

選手の限定コラムを
LINEでお届け

久里浜にある「F・マリノススポーツパーク」は、選手
の練習拠点であると同時に、市民の皆さんにも開か
れた施設。フットサルコートや会議室、レストラン
を利用できます。レストランでは、選手たちの食事
にも取り入れられている調理方法や食材を使った
メニューを味わうことができ、チームの日常に触れ
られる場として親しまれています。

今年入団した6人の新人選手が、追浜公園内にある
ファーム施設「DOCK OF BAYSTARS YOKOSUKA」
の青

せいせいりょう
星寮に入寮し、横須賀市民に仲間入り。日々の

練習や横須賀スタジアムで開催される公式戦など
で経験を積み、一流のプロとして横須賀から羽ばた
きます。

クイズを解いて市内を巡る「横浜F・マ
リノス横須賀周遊クイズラリー」を3月
22日（日）まで開催中。キーワードを完成
させると抽選でプレゼントが当たります。

青星寮で暮らす選手たちから愛され続ける名物メニュー
「青星寮カレー」を市内小学校などの給食として提供。 
辛さを抑えるなど、給食向けにアレンジしたレシピで、
チームを身近に感じてもらうとともに、選手のような 
強い身体をつくるための食の大切さを伝えています。

横須賀市LINE公式アカウントで
は、スポーツ情報を配信中。選手の
紹介や選手によるコラムなど、こ
こでしか読めない内容も。友だち
追加で情報をお見逃しなく。

詳細はこちら

今月号は
角田選手を紹介！

────────────────────  以下は広告スペースです。 ─────────────────────

横須賀市経営企画部広報課

横須賀市コールセンター ☎046-822-4000 FAX 046-822-2539
月〜金曜日 8時〜18時　土・日曜日、祝・休日 8時〜16時年中無休

☎046-822-9815編集・発行
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